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刑
法
等
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一
部
を
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す
る
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の
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行
に
伴
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則
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関
す
る

　
規
則
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一

　
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ

こ
に
公
布
す
る
。

　
　
令
和
七
年
二
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
県
知
事
　
　
服
部
　
誠
太
郎
　
　

福
岡
県
規
則
第
九
号

　
　
　
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則

　
（
退
職
年
金
等
支
給
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
退
職
年
金
等
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
福
岡
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
　
様
式
第
四
号
中
「懲

役
又
は
禁
錮
の
刑

」
を
「拘

禁
刑

」
に
改
め
る
。

　
（
福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
福
岡
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
　
第
七
十
条
第
十
項
第
三
号
ハ
中
「
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

（
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
等
補
償
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改

正
）

第
三
条
　
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
等
補
償
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭

和
四
十
三
年
福
岡
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
条
の
二
第
一
号
中
「
懲
役
、
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

　
（
福
岡
県
飲
酒
運
転
撲
滅
運
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
福
岡
県
飲
酒
運
転
撲
滅
運
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
福
岡
県
規

則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
五
条
及
び
第
十
一
条
中
「
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

　
（
福
岡
県
ふ
ぐ
取
扱
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
　
福
岡
県
ふ
ぐ
取
扱
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
福
岡
県
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
様
式
第
二
号
中
「懲

役

」
を
「拘

禁
刑

」
に
改
め
る
。

　
　
様
式
第
六
号
中
「
懲
役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め
る
。

　
（
福
岡
県
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条
　
福
岡
県
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
六
年
福
岡
県

規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
様
式
第
十
号
か
ら
様
式
第
十
二
号
ま
で
の
様
式
中
「禁

錮

」
を
「拘

禁
刑

」
に
改
め
る
。

　
（
福
岡
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条
　
福
岡
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
様
式
第
九
号
か
ら
様
式
第
十
一
号
ま
で
の
様
式
中
「禁

錮

」
を
「拘

禁
刑

」
に
、
「そ

の
他
の

」

を
「及

び

」
に
改
め
る
。

　
（
福
岡
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条
　
福
岡
県
災
害
救
助
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
様
式
第
九
号
中
「懲

役

」
を
「拘

禁
刑

」
に
改
め
る
。

　
（
福
岡
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条
　
福
岡
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
福
岡
県
規
則
第

三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
様
式
第
十
二
号
中
「懲

役
又
は
禁
固
の
刑

」
を
「拘

禁
刑

」
に
改
め
る
。

　
　
様
式
第
二
十
四
号
中
「懲

役
又
は
禁
錮
の
刑

」
及
び
「懲

役
若
し
く
は
禁
錮
の
刑

」
を
「拘

禁
刑

目

次
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」
に
改
め
る
。

（
福
岡
県
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施

行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条
　
福
岡
県
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
施
行
細
則
（
平
成
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
中
「禁

錮

」
を
「拘

禁
刑

」
に
改
め
る
。

　
（
福
岡
県
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条
　
福
岡
県
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
年
福
岡
県
規
則
第

二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
記
様
式
第
四
号
の
一
中
「懲

役
」
を
「拘

禁
刑

」
に
改
め
る
。

　
（
福
岡
県
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条
　
福
岡
県
建
築
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
様
式
第
一
号
中
「禁

錮

」
を
「拘

禁
刑

」
に
改
め
る
。

　
（
福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条
　
福
岡
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　
　
第
七
十
条
第
三
項
第
五
号
及
び
第
七
十
四
条
第
二
項
第
五
号
中
「
懲
役
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め

る
。

　
　
様
式
第
五
十
七
号
中
「懲

役

」
を
「拘
禁
刑

」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
し
て
、
他
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
、
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
又
は
改
正
前
若
し
く
は
廃
止
前
の
規
則
の
規

定
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
罰
則
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
罰
則
に
定
め
る
刑
に
刑
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
刑
法
等
一
部
改
正
法
」
と
い

う
。
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
旧
刑
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
懲
役
（
以
下
「
懲
役
」
と
い
う
。
）
（
有

期
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
旧
刑
法
第
十
三
条
に
規
定
す
る
禁
錮
（
以

下
「
禁
錮
」
と
い
う
。
）
（
有
期
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
旧
刑
法

第
十
六
条
に
規
定
す
る
拘
留
（
以
下
「
旧
拘
留
」
と
い
う
。
）
が
含
ま
れ
る
と
き
は
、
当
該
刑
の
う

ち
懲
役
又
は
禁
錮
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
刑
と
長
期
及
び
短
期
を
同
じ
く
す
る
有
期
拘
禁
刑
と
、
旧
拘
留

は
長
期
及
び
短
期
を
同
じ
く
す
る
拘
留
と
す
る
。

第
三
条
　
拘
禁
刑
又
は
拘
留
に
処
せ
ら
れ
た
者
に
係
る
他
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
こ
と
と
さ
れ
、
な
お
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
又
は
改
正
前
若
し
く
は
廃
止
前
の
規
則
の
規
定

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
人
の
資
格
に
関
す
る
規
則
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
無
期
拘
禁
刑

に
処
せ
ら
れ
た
者
は
無
期
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
者
と
、
有
期
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
刑
期
を
同

じ
く
す
る
有
期
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
者
と
、
拘
留
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
刑
期
を
同
じ
く
す
る
旧
拘
留

に
処
せ
ら
れ
た
者
と
み
な
す
。

第
四
条
　
刑
法
等
一
部
改
正
法
及
び
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
並
び
に
こ
の
規
則
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に

係
る
罪
に
よ
り
処
せ
ら
れ
る
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
の
執
行
の
た
め
刑
事
施
設
（
少
年
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
少
年
院
に
お
い
て
刑
を
執
行
す
る

場
合
に
お
け
る
当
該
少
年
院
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
拘
置
さ
れ
て
い
る
者
は
、
第
三
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
議
会
の
議
員
そ
の
他
の
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
等
補
償
に
関
す
る
条
例
施
行

規
則
第
十
条
の
二
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
拘
禁
刑
の
執
行
の
た
め
に
刑
事
施
設
に
拘

置
さ
れ
て
い
る
者
と
み
な
す
。

第
五
条
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
修
正
を

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


